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ERG計画における理論・データ解析・モデリングの役割：総合型ジオスペース研究
に向けて

Key elements for data analysis and modeling in the ERG project: Strategies for compre-
hensive geospace exploration
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太陽表面で爆発が起こり、放出された多量のプラズマが地球に到達すると、地球磁気圏が大きく圧縮され、激しいオー
ロラ活動や大規模な電流系の発達、放射線帯粒子の大気への降込みなどを伴う、ジオスペース最大規模の変動現象、宇宙
嵐（geospace storm）が発達する。特に太陽活動極大期には、太陽からの質量放出 (CME)等によって大規模な宇宙嵐が頻
発することが知られている。ERG(Energization and Radiation in Geospace)計画では、次期太陽活動極大期 (2011年頃)に
ジオスペース赤道面におけるプラズマ・粒子・電磁場の総合観測を世界で初めて実現し、宇宙嵐にともなうジオスペー
ス変動と、それに伴う相対論的粒子生成の物理プロセスを探ることを目的としている。ERG計画で着目しているのは、
ジオスペースで最大のエネルギーの粒子が生成される内部磁気圏であり、ここでは電磁場を介したエネルギー階層間の
相互作用が重要となるとともに、磁力線のつながった電離圏や外部磁気圏を介した太陽風との領域間結合が重要となる。
衛星観測の観測点の少なさによる制約を回避するため、ERG計画では、加速の現場である磁気赤道面において関連する
エネルギー帯を網羅する観測を達成する衛星観測だけでなく、加速領域と磁力線を通して結合している地上から大規模
構造を把握する地上観測、および、その両者をつなぎ、多くの要素がからみ合うジオスペースで支配的な物理機構を実
証的に解明してゆくためのデータ同化型モデリング・シミュレーションも計画の重要な柱と位置づけている。本講演で
は、この ERG計画の３つの柱の一つである、データ解析・モデリングの課題と展望について考察する。


